
（美土里町横田）

（個人蔵）

推定：昭和23年（1948）

横
田
中
学
校
は
、
昭
和
22
年
に
横

田
小
学
校
校
舎
の
一
部
な
ど
を
使
っ

て
創
立
。
同
24
年
に
本
村
中
学
校
と

統
合
し
て
組
合
立
誠
和
中
学
校
横
田

分
校
と
な
り
、
同
47
年
に
は
北
生
中

学
校
と
統
合
し
て
美
土
里
中
学
校
が

誕
生
。
現
在
地
（
本
郷
）
に
校
舎
が

建
て
ら
れ
ま
し
た
。

写
真
に
年
代
は
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
式
典
を
撮
影
し
た
も
の
の
よ

う
で
す
。
中
央
の
白
布
の
か
か
る
机

で
は
式
辞
を
読
み
上
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
し
ょ
う
か
。
左
側
の
玄
関
で
腰

か
け
る
の
は
来
賓
の
よ
う
で
す
。
庭

に
並
ぶ
生
徒
の
服
装
は
様
々
で
、
ぞ

う
り
姿
も
み
え
ま
す
。
奥
に
は
多
く

の
大
人
も
参
列
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
か
ら
写
真
は
創
立
の
翌
年
、
昭
和

23
年
9
月
15
日
に
行
わ
れ
た
校
舎
の

落
成
式
の
様
子
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
の
義
務
教
育
で
あ
る
中
学
校

の
制
度
は
、
教
育
の
機
会
均
等
な
ど

を
目
的
に
同
22
年
に
始
ま
り
ま
す
。

戦
後
の
困
窮
し
た
時
代
に
新
た
な

学
校
の
建
設
は
、
地
域
に
と
っ
て
金

銭
的
に
は
も
ち
ろ
ん
物
資
・
労
力
に

お
よ
ぶ
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
域
の
努
力
と
協
力
に
よ

り
各
地
に
校
舎
が
建
て
ら
れ
、
徐
々

に
体
制
も
整
っ
て
い
き
ま
し
た
。
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土師ダムの効果について

土
師
ダ
ム
は
、
昭
和
49
年
3
月
に
多
目
的
ダ

ム
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

江
の
川
の
本
格
的
な
改
修
は
、
昭
和
28
年
か

ら
行
わ
れ
て
来
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年
・
47
年

に
、
従
来
の
計
画
以
上
の
降
雨
で
、
相
次
ぎ
大

洪
水
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

基
本
高
水
を
大
幅
に
改
定
し
、
ダ
ム
群
の
建
設

に
よ
り
、
尾
関
山
に
お
け
る
基
本
高
水
１
０
，

２
０
０
㎥
／
ｓ
を
７
，
６
０
０
㎥
／
ｓ
に
調
整

さ
れ
ま
し
た
。
土
師
ダ
ム
は
こ
れ
を
基
本
計
画

と
し
て
、①
江
の
川
の
治
水
対
策
　
②
広
島
市

東
部
及
び
呉
地
区
の
工
業
用
水
、
生
活
用
水
の

補
給
（
太
田
川
だ
け
で
は
不
足
す
る
の
で
、
土

師
ダ
ム
か
ら
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
送
水
を
実
施
。）　

③
江
の
川
沿
川
の
干
ば
つ
対
策
の
水
源
確
保
　

④
発
電
（
太
田
川
水
系
に
送
水
す
る
水
を
利
用

し
て
発
電
。）
の
四
つ
の
目
的
を
兼
ね
る
多
目

的
ダ
ム
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

運
用
に
当
た
っ
て
は
、
梅
雨
や
台
風
の
頻
度

が
多
い
洪
水
期
（
6
月
〜
10
月
）
に
、
水
位
を

下
げ
て
洪
水
調
整
に
必
要
な
容
量
を
確
保
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
洪
水
の
頻
度
が
少
な
い
非
洪

水
期
（
11
月
〜
5
月
）
は
、
水
量
を
確
保
し
、

飲
料
水
・
工
業
用
水
の
供
給
や
発
電
の
利
水
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ダ
ム
の
活
用
方
法
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
、
治
水
独
自
で
ダ
ム
を
建
設
し
た

場
合
の
費
用
と
、
利
水
独
自
で
ダ
ム
を
建
設
し

た
場
合
の
費
用
（
身
代
わ
り
建
設
費
）
の
比
率

に
よ
り
、
土
師
ダ
ム
建
設
費
用
の
負
担
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
の
集
中
豪
雨
な
ど
で
、
降
雨
特

性
が
建
設
時
の
想
定
か
ら
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
北
広
島
の
降
雨
に
よ
る
流
入
で
ダ
ム
が
放

流
す
る
と
、
江
の
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
同
時

に
安
芸
高
田
市
に
降
雨
が
あ
る
と
、
例
え
ば
、

多
治
比
川
の
流
水
が
江
の
川
に
流
れ
な
く
な

り
、内
水
の
被
害
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
「
適
応
操
作
」
に
よ
り
放
流

量
を
出
来
る
だ
け
少
な
く
し
、
下
流
域
地
区
へ

の
被
害
を
低
減
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
7
月
3
日
17
時
か
ら
5
日
13

時
に
か
け
て
の
集
中
豪
雨
で
土
師
ダ
ム
流
域

に
２
３
２
㎜
の
降
雨
が
あ
り
、
ダ
ム
に
流
入

す
る
水
量
が
８
２
０
㎥
／
ｓ
を
記
録
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
土
師
ダ
ム
に
よ
る
「
適
応

操
作
」
で
、
吉
田
地
区
で
は
そ
の
ま
ま
放
流

す
る
よ
り
1.4
ｍ
の
水
位
低
下
が
で
き
、
被
害

の
低
減
が
出
来
ま
し
た
。

河
川
の
高
水
敷
は
、
江
の
川
で
は
野
球
の
練

習
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
土
師
ダ
ム
は
広
島
市
に
近
い
全
国
に
ま
れ

な
里
ダ
ム
で
あ
り
、
都
市
部
か
ら
移
動
し
や
す

い
絶
好
な
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
国
と
し

て
も
、
建
設
時
か
ら
高
水
敷
の
活
用
に
格
段
の

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
に
と
っ
て
土
師

ダ
ム
は
、①
ダ
ム
を
周
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路

（
自
転
車
道
）　
②
サ
ッ
カ
ー
場
等
運
動
広
場
　

③「
の
ど
ご
え
公
園
」
等
の
公
園
広
場
　
④
ダ

ム
を
周
遊
す
る
「
桜
並
木
」、
ま
た
近
年
で
は
、

⑤
西
日
本
一
を
誇
る
「
B
M
X
コ
ー
ス
」　
⑥

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
」　
⑦
子
ど
も
の
遊
び

場
と
し
て
の
「
遊
具
」
の
整
備
　
⑧
カ
ヌ
ー
競

技
場
と
い
っ
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
・
環
境
・

防
災
等
街
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
空
間
で
す
。

主
目
的
で
あ
る
治
水
対
策
や
利
水
に
支
障
を
与

え
な
い
範
囲
で
、
活
用
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

高
水
敷
の
利
用
は
、
ル
ー
ル
（
洪
水
時
に
は
、

遊
具
・
ネ
ッ
ト
・
仮
設
ト
イ
レ
な
ど
、
浮
遊
す

る
可
能
性
の
あ
る
も
の
は
移
動
。）
を
守
っ
て
有

効
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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